
施策・基本事業評価表

平成 23 年 4 月 15 日

基本目標No． 基本目標名

施策Ｎｏ． 施　策　名

主管課名 主管課長名

関係課名

　

事
業
所

・
市
　
民

行
　
政

（
地
域

）

そ
の
他

・子育てに関する情報やサービスを活用します。
・子育てサロンや支援ネットワークに協力し。地域みんなで子育てを支えます。

・ニーズを把握し、充実した保育環境を整備します。
・子育て情報や子育て支援ネットワークを充実させます。
・子どもが活動できる施設や活動メニューを整備します。

・住民全体で子育てを応援する活動が充実します。

3 健やかで笑顔あふれるまち

・ニーズに応じた充実した保育施設と柔軟な保育サービスが利用できます。
・子育て情報や子育て支援のネットワークが充実し、安心して子育てができます。
・子どもが安心して活動できる施設や参加できる活動メニューが整備されています。

社会福祉課　都市計画課

施策の成果
向上に向け
ての住民と
行政との役
割分担や地
域等への期
待など

施策が目指
すすがた

23

こども課

子育て環境づくりの推進

川上　昭

作成日

施策の成果
達成にあ
たっての現
状と課題

保育園や幼稚園の少人数化が進み、幼稚園と保育園の両方の機能を持つ「こども園」や規模の適正化が求められていま
す。
働きながら子育てをする世帯が多くなり、子育て支援施設や保育サービスの充実が求められています。



施策Ｎｏ． 施　策　名23 子育て環境づくりの推進

ファミリーサポートセンター事業 子育ての援助を受けたい人と援助を行いたい人を結びつけ、地域の子育てを応援します。

放課後こども教室事業 放課後や週末に地域の協力を得て、遊びの場の確保や地域住民との交流活動に取り組みます。

事業内容（活動内容）

単位

未就園児とその保護者を対象としたサロンで遊びの指導や子育て相談に応じます。

放課後に留守家庭となる小学生を対象に児童センターなどで育成、指導を行います。

都市公園整備事業

少人数化した保育園同士の交流保育を促進し、児童の健全な社会性を育てます。

基本事業名① 事業内容（活動内容）

①に属する代表的な事務事業

就学前の児童が質の高い幼児教育や多様な保育サービスを受けれるよう環境整備を進めま
す。

事業内容（活動内容）

保育園・幼稚園等の充実

放課後児童健全育成事業（放課
後児童クラブ）

％

多様な保育ニーズに柔軟に対応し、働きながら安心して子育てができるよう様々な保育サービス
を整えます。

32年度
（最終目標値）

24年度 25年度 26年度

就学前学習支援事業（交流保育)

子育て支援センター事業

成果指標名

延長保育の延利用者数

保育園・幼稚園の施設整備事業

保育園・幼稚園の育児サロン事業

971

就学前児童が施設に通園
する割合

保育園・幼稚園の育児サ
ロン延利用者数

基本事業名②

園舎の耐震化や使いやすい施設とするために施設設備の充実をはかります。

事業内容（活動内容）

子育て支援ガイドブックの発行

④に属する代表的な事務事業

72.2

弾力的な保育サービスの
充実

②に属する代表的な事務事業

一時預かり、幼稚園の預かり保育

子どもの活動の場の充実

25年度 26年度 27年度
（中間目標値）

成果指標名

事業内容（活動内容）

子どもや子育て支援を行うグループに適切な活動の場を提供し、安全安心な子どもの活動の場
の整備充実を図ります。

10,000

21年度
実績

目標値（上段）及び実績値（下段）

22年度 23年度

単位
21年度
実績 23年度 24年度 25年度 26年度

子育て情報の提供

基本事業名④

基本事業名③

子育て支援ネットワークの
構築

③に属する代表的な事務事業

事業内容（活動内容）

子育て施設や支援団体、関係機関のネットワーク化を図り、どこで相談しても情報を得ることが
でき必要な支援を得ることができる体制を整えます。。

事業内容（活動内容）

27年度
（中間目標値）

22年度 23年度
単位

成果指標名 単位

病児・病後児保育支援事業

事業内容（活動内容）

在宅で育児をする方が利用できる保育園での一時預かりや、幼稚園の延長保育を実施します。

病気の児童も安心して預けることができる体制を整えます。

目標値（上段）及び実績値（下段）21年度
実績

基本事業④の目的
【意図】

児童センター運営事業

4,220
子育てポータルサイトへの
アクセス件数

4,380件
6,000 7,750

目標値（上段）及び実績値（下段）

22年度 27年度
（中間目標値）

32年度
（最終目標値）

1,050 1,050

子どもたちに遊びを通して成長する場を提供します。保護者も一緒に利用できます。

地域にある公園を整備することにより子ども同士や家族とのふれあいの場を提供します。

8,000

78.0

1,100

24年度 32年度
（最終目標値）

1,050 1,050 1,050

2,100 2,200
1,655

2,090 2,100 2,100
2,067人

2,070 2,080

803
病児病後児保育施設の延利
用者数

人 630
635 640

21年度
実績

目標値（上段）及び実績値（下段）

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度
（中間目標値）

32年度
（最終目標値）

660

8,7008,500
8,480

市のホームページに子育て支援サイトを設けて子育てに関する各施設や機関の情報を提供します。

魚津市における子育て支援に関する各施設や機関の情報を総合的に提供します。

未就園児と保護者のための施設で子育て相談や幼児教室、講座などを開催します。

8,359

645 650
施策の成果
達成にあ
たって優先
的に取り組
むべき主な
取組み

基本事業①の目的
【意図】

就学前児童が質の高い幼児教育・保育を受けています。

基本事業②の目的
【意図】

保護者が働きながら安心して子育てできます。

基本事業③の目的
【意図】

きめ細かな子育て情報と子育て支援を受けることができます。

子どもたちの成長に応じて活動し健やかに育つ場が確保されています。

成果指標名

650
650

人

71.9

1,032

75.0

1,050

72.5 73.0 73.5 74.0 74.5

子育て支援センターの延
利用者数

8,398人
8,400 8,420 8,440 8,460

6,500 7,000 7,500

小学生の児童センター利用回数
（延回数／市内小学整数） 回 3229.1

29.5

26.7

30 30.5
34

31.5 32



施策Ｎｏ． 施　策　名23 子育て環境づくりの推進

行政経営戦
略会議指示

事項

単位

本数

千円

時間

千円

千円

部会評価
（協議結果、
今後の方針
及び課題等
について記

載）

※今後の施策の方向性※ 維持

　国において、平成２５年度から幼稚園と保育園の一体化を進める「子ども・子育て新システム」が検討されています。魚津市
においても保育園や幼稚園の少人数化や設備の老朽化が進んでいるため、幼稚園と保育園の一体化施設を検討するなど
保育園・幼稚園を適正規模とし、幼児教育・保育をいっそう充実することが求められています。

２．施策の成果実績に結びついているこれまでの主な取り組み（事務事業）の総括

22年度の
評価結果
（基本事業
の成果を考
慮し記載）

１．施策（基本事業）の成果水準とその背景（近隣他市や以前との比較、特徴、その要因と考えられること）

・平成22年度調査で「保育所や子育て支援センターなど、子育てがしやすい環境が整備されている」の数値は50.2％でありま
すが、年々住民の期待水準が高くなってきています。

・①～③上記については、利用者の意見や要望を取り入れながら、今後も内容の充実に努めます。
・④⑤保育園・幼稚園の「育児サロン事業」について、「子育て支援センター」と連携し在宅で子育てをする方が利用しやすい
内容とします。また、保育園２箇所で「とやまっ子子育てミニサロン事業」を実施します。
・２３年度より保育料を改定し、子育て家庭の経済的負担軽減に努めています。

・「就園前児童が施設に通園する割合」はほぼ予測どおり推移しています。
・他の指標については、少子化が予測以上に進展したために目標値に届かない指標が多くあります。

ア．成果水準の推移（成果水準がここ数年どのように推移しているかを中心に記述）

イ．近隣他市との比較（成果水準が近隣他市と比較してどうであるかを中心に記述）

・児童センターは市内に５館あり（黒部市２館・滑川市１館）と近隣他市より多く、各館で「親子教室」を実施したり、「子育て支
援ミニ文庫」を設置するなど内容も充実しています。
・放課後児童クラブは、市内ほぼ全域で実施し延長利用にも対応しています。

効率性
指　標

施策の
トータル
コ ス ト

0

0

0

0

0

対象（受益者）１単位あたり、若しくは市民１人あたりの施策の

Ｆ．事業費　（定義式　：　Ｂ／人口 ）

Ｅ．トータルコスト　（Ｂ＋Ｄ）

Ａ．本施策を構成する事務事業の数

Ｂ．事業費　（事務事業の事業費合計）

Ｃ．事務事業に要する年間総時間

Ｄ．人件費　（Ｃ×１時間あたりの平均人件費）

0
Ｈ．トータルコスト　（定義式　：　Ｅ／人口 ）

0
　同　　　上

　同　　　上

円

円

Ｇ．人件費　（定義式　：　Ｄ／人口 ）

区　　　　　分

①放課後児童クラブ
　　市内ほぼ全域で実施しており、平成22年から延長利用にも対応できるように運営しています。
②児童センター運営事業
　　各館で未就学児童と保護者を対象とした「親子教室」を実施するなど地域に開かれた運営をしています。
③病児病後児保育支援事業
　　民間の病児病後児保育施設に助成をしています。
④保育園・幼稚園の育児サロン事業
　　各園で未就学園児と保護者を対象に地域で安心して子育てができるよう育児サロンを開催しています。
⑤子育て支援センター事業
　　未就園の乳幼児と保護者向けに子育て相談や幼児教室の開催など在宅での子育てをサポートしています。
　

円

0

0

26年度実績21年度実績 25年度実績２4年度実績

0

23年度実績

　（ここ数年の間、施策及び基本事業の成果向上に貢献してきた主な事務事業の取組み内容を中心に記述）

ウ．住民期待水準との比較（成果水準が住民が期待していると思われる水準と比較してどうであるかを中心に記述）

３．施策の課題認識及び２３年度の取り組み状況（予定）

　（２２年度末で残った課題、既に２３年度に取り組んでいること、又は取り組むこととしている予定を記述）

22年度実績

　部会評価のとおり推進すること。


